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道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

下水主遺跡６・９
次
水主神社東遺跡
６・７次

集落跡
生産遺跡

弥生～中世 島畑・土坑・柱穴・溝・
流路

縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・
石器・土偶・木製品

所収遺跡名 要 約

下水主遺跡第６・９次

水主神社東遺跡第６・７次

　上層では中世の島畑を検出し、現在の水田畦畔が、造成当初の島畑の位置をおおむね踏
襲していることが確認できた。中層では古墳時代前期の溝や弥生時代の土坑・溝などを検
出した。古墳時代の溝からは用途等は不明ながら「方形組み合わせ木製品」と仮称した木
製品が出土した。また、弥生時代の溝や土坑は調査地の北半部にまとまって存在すること
から周辺に集落の存在が予想される。下層では、調査地の北半部で、「氾濫流路」と呼ぶ洪
水痕跡を確認し、その堆積土から大量の縄文時代晩期の土器が出土し、やはり調査地周辺
に集落の存在が予想される。また、同じ氾濫流路から、関西では類例の少ない遮光器系土
偶の破片が出土した点は特筆される。




